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69 - マルクス主義 
 マルクス主義は、前世紀後半にユダヤ人のカール・マルクスが創始した

思想であり、その現在における意義は、二つの事実の結果である。 

1. マルクス主義は、二つの超大

国の一つとして、帝国主義で

人民の自由を脅かすソ連とそ

の帝国の国家イデオロギーで

ある。 

2. マルクス主義は、共産党の党

思想でもある。西ヨーロッパ

では、自由資本主義世界シス

テムの歴史的に避けられない

崩壊が始まると、 国家社

会主義とその政党（国家社会

主義ドイツ労働者党参照）に

対する 唯一の深刻なライ

バルとなる（自由資本主義参

照）。 

権力政治の面だけでなく、思想的に
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も、国家社会主義とマルクス主義は敵対する。マルクス主義は、とりわ

け、哲学的唯物論（人間はもっぱら環境条件、とりわけ生産関係の産物で

ある）と万人の平等という基本思想によって、種と自然に反する教条主義

を表しているからである。 

マルクス主義の原理「存在が意識を決定する」は、国家社会主義によっ

て、「意識は、遺伝的物質によって決定される可能性の枠内で存在を決定

する」（哲学的唯物論ではなく価値観念論）という洞察で反論される。マ

ルクス主義の原理「歴史は階級闘争の歴史」は、国家社会主義の洞察「歴

史は人種闘争の歴史」によって反証される。 

マルクス主義は、当時の初期キリスト教と同様に、もともと世界支配を目

指すシオニズムの道具の一つであり、労働者運動に対するシオニストの支

配に奉仕するものだった。しかし、キリスト教と同様、スターリンによる

政権奪取後、権力政治における隷属的な役割から解放されたが、もちろん

ユダヤ教の影響をすべて断ち切ることはできなかった。さらにその後、マ

ルクス主義は多数の競合する潮流に分解され、2つの、ごく少数の、主権

国家の国家基盤にさえなってしまった。アルバニアと北朝鮮それ以前に、

毛沢東の中国やクメール・ルージュのカンボジアでもそうだった（「主

権」の項も参照）。 

とはいえ、シオニズムと自由資本主義に続いて、マルクス主義は国家社会

主義世界運動の第三の主敵であることに変わりはない。国家社会主義はま

た、かつて、そして部分的には今もマルクス主義の影響下にある労働者運

動の歴史的相続人である。 

  

70 - 大量組織 

 大衆組織は、フロント組織と同様に、特定の政治的目標を達成するた

め、および/または特定の社会集団や層に影響を与えるために設計された

新戦線の信念の共同体の組織である。しかし、それらは、新戦線の戦略に

示されるように、権力への道を戦う国家社会主義者の組織ではなく、ある

分野における個人的利益と不満の助けによって、できるだけ多くの人々、

とりわけ非国家社会主義者を動員する団体である。 人々が不満を持ち、
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影響を受け、憤っているところには、この不満を取り上げ、それを支持し

組織化し、そのために大衆組織を立ち上げ、あるいは既存の組織に協力

し、影響を及ぼす国家社会主義者も存在するはずなのだ。 

大衆組織は、このように、新戦線の政治戦術の道具であり、手段である。

それらは、国家社会主義の新しい支持者を獲得するために役立つのではな

く、現在の政治的、社会的、文化的闘争と発酵の過程において、国家社会

主義者に影響を与えるために役立つ。極端な場合、大衆組織に巻き込まれ

た人民の同志が、この影響を正しく認識することなく。 

大衆組織には、国家社会主義者の幹部によって設立および／または統制さ

れたものと、そのような幹部が単に協力し、なおかつ影響力を求めて闘

う、独立して発生したものとがあります。目的は、最初から統制のとれた

大衆組織を作ることです。しかし、それが可能でない、あるいは有望でな

いと思われる場合には、既存の独立したものに影響を与え、最終的には巧

みな同盟政策によって支配下に置かなければならない。 

このような戦術は、政治的要求が明らかに新戦線の最終目標と矛盾する場

合にのみ、その限界を見出す。 しかし、それが国家社会主義の世界観や

人生観とおおよそ調和しうるところ、少なくともそれに直接対抗しないと

ころでは、国家社会主義者は影響を及ぼすことができるし、そうすべきな

のだ。幹部の任務は、大衆組織の戦術的目的がそれ自体で目的化するのを

防ぐこと、すなわち、最優先の戦略とのつながりが失われるのを防ぐこと

である。 

FRGで施行されているNS禁止令の条件下では、最も重要な大衆組織は合

法的な政党であり、その保護下で国家社会主義者は政治闘争に介入し、選

挙に立候補し、それによって徐々に禁止令を解いていくことができるの

だ。 

  

71 - 物質主義 

 物質主義とは、自分の幸福を何よりも優先し、いかなる価値観や思想に

も沿わず、ただひたすら快適で気楽な生活を目指す生活態度のことであ

る。唯物論は退廃の主要な症状であり、したがって人間社会の死の兆候で
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ある。物質主義が優勢な人々の共同体は、末期的な病気で運命づけられて

いる。人々が、価値やアイデアから利益を得るのではなく、価値やアイデ

アのために生き、働き、闘う共同体だけが、生き残り、繁栄することがで

きるのだ 

唯物論に対応する人間のタイプはブルジョア（ブルジョアジー参照）、国

家の形態は西欧型民主主義、社会・経済の形態は自由主義資本主義であ

る。個人主義の哲学的な理論も、ほとんどが唯物論につながる。現在の唯

物論の最も極端な姿はアメリカ主義であり、それに対して、

Gesinnungsgemeinschaft der Neuen Frontのヴォルキッシュな文化革命が向け

られているのである。 

国家社会主義は、ヨーロッパの数千年にわたる理想主義の伝統の継承者と

して、価値観念論の倫理によって唯物論を克服するものであり、それは国

家社会主義ドイツ労働者党の党綱領の指導原則に完全な表現として見いだ

される。 

りえきよりこうほう 

  

72 - マイナス選択 
 自然は常に、健常者、強者、健康な者が生き残り、繁栄することを望

み、不向きな者、弱者、病人は滅び、死ぬことを望んでいる。遺伝は永続

性を、分化は豊かさと多様性を、生存競争は生存可能で価値のあるものを

常に選択し、生存不可能で価値のないものを排除することを保証してい

る。 

国家社会主義の科学的知の教義としての生物学的人間論は、人間を、文化

を創造する生物学的気質を持った自然な存在と定義し、それは共同体とし

てのみ実行可能であるとする。自然界の存在である人間の種族、民族、共

同体、個人にも同じ生命原理が適用されます。コミュニティと個人は、他

のすべての生命体と同じ生命の法則に従います。一方、文化を創造する能

力は、超自然的なものではなく、生物学的な素質であり、人間の共同体や

個人が生存のために闘う上で利益をもたらすはずのものである。それが生

物学的な意味であり、目的である。ところが、種や自然に応じた文化の創
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造を可能にするはずの人間の自由意志は、実は、生物学的本性から一時的

に自分を疎外し、生命の法則に逆らって生きることも可能にしてしまうの

である。 

種と自然にそぐわない人間のあらゆる共同生活は、不自然な教条主義から

生まれ、最初は文化的、次に生物学的な退廃を可能にし、最初からマイナ

ス選択へと導くのだ。マイナス選択とは、このように不自然になった文化

生活の結果であり、自分自身や周囲の自然やその不変の法則から疎外され

たものなのである。マイナス淘汰とは、生命の進化と自らの種に影響を与

える人間の文化的可能性が、本来淘汰や駆除の犠牲になるはずの劣ったも

のを育て、世話をするために悪用され、健康で強いものから生命と発展の

可能性をどんどん差し控え、取り上げてしまうことである。こうしてマイ

ナス選択は、まず人間社会の高度の発展を脅かし、次に遺伝子の構成、ひ

いては人間の実際の「生活の質」をますます悪化させ、最後にはそれに

よって形作られた人間という種の死をもたらすことになるのである。なぜ

なら、人間は一時的に生命の法則を無視することはできても、永久に無視

することはできないし、法則を一時停止することも、その結果から逃れる

こともできないからである。 

その生息地で、部分的には数世紀にわたって優勢であった教条的イデオロ

ギー（ユダヤ教、ユダヤの影響を受けたキリスト教、自由主義、マルクス

主義などを参照）と、激化する物質主義の影響下で、マイナス選択はアー

リア人種（アーリア人を参照）で最も進み、ひどい傷を負わされたのだ。

アーリア人は、これまで以上に強力で悲惨なマイナス淘汰の結果、次第に

本性の歪んだ姿になってしまったのです 

マイナス淘汰は、国家が種と自然に調和した文化の中で自然な生活を営む

ための国家意志の総動員を実現した場合にのみ阻止され、最終的に克服す

ることができる。キリスト教以前の伝統的な高度文明では、文化を担う貴

族の倫理観、すべての階級や集団を束ねる伝統、そして神聖な儀式によっ

て決定される生活秩序によって、そのような生活が可能であったのであ

る。 

国家社会主義新秩序は、現代的な形で、そのような伝統的な文化を更新す

ることになっている。しかし、それに加えて、生命の法則に関する科学的

な知識が加わるのです。国家社会主義者の人種衛生と人種隔離の政策と国
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家人種法は、このような知識から生まれたものである。こうしてマイナス

淘汰は克服され、アーリア人種の種の保存と発展が確保される。つまり、

生命の進化の過程で、より高い人類の保存、更新、さらなる発展が実現す

るのである。 

  

73 - 中堅企業 

国家社会主義ドイツ労働者党は、党綱領の第16項で、中産階級の振興策を

呼びかけている。 

健全な中産階級は、国家社会の力の源なのです 

NSDAPは、中産階級のプロレタリア化のあらゆる危険と傾向と戦ってい

る。利潤を追求する上流階級と搾取される労働者階級の間で潰される中流

階級は、国家社会の破滅であり、マルクス主義が要求する無慈悲で自滅的

な階級闘争につながるだろう。これに対して、中産階級の維持は、上流階

級に、民衆との関係を失わず、彼らの利益に逆らってはならないという手

本と注意を与え、労働者階級には、国家社会主義党の社会計画に支えら

れ、自分たちの仕事を通じて繁栄を達成する希望を与える。 

この点で、国家社会主義は、中産階級を基礎とした国家共同体を目指して

いる。とはいえ、国家社会党は小ブルジョア中産階級の政党ではなく、国

家社会党労働者の政党である。中産階級のプロレタリア化と闘うのと同じ

ように、労働者階級のブルジョア化を断固として阻止するのだ！」。熱望

される中産階級は、もはやブルジョワではなく（ブルジョワジーも参

照）、労働者階級の生活の倫理的原則によって特徴づけられる（倫理も参

照）。このように、中産階級は、望ましい収入や富の状況（収入も参照）

を特徴づけるが、模範的な生活態度を示すものではない。 

中産階級は経済的には維持・促進されるが、その生活態度は労働者階級に

よって新たに形成されることになるのだ。中産階級は経済的なバックボー

ンですが、労働者階級は真の国家共同体の構築における倫理的なバック

ボーンなのです。 
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74 - 動員 

 Mobilisationとは軍事用語で、軍隊の準備と作戦能力の最高形態、および

戦争開始直前の全軍の総動員を意味する。この言葉は、軍事的な領域か

ら、国家社会主義によって、ドイツで国家社会主義ドイツ労働者党のシュ

トゥルム＝アブテイルングに体現されている政治的な兵士に転用された。 

兵役中の兵士が動員を通じてあらゆる形態の戦争に備え、内向きになるよ

うに、政治的兵士の政治的動員も、彼の民族の種の保存と発展のために彼

が導く永遠の闘争に鑑みて、このようになるのである。人民と民族の生存

とより高い発展のための精神的・心理的総動員は、「信じよ！」という人

生の最も重要な三つの戒めとともに、政治的兵士の人生に対する態度と生

き方を特徴づけているのである。従え！戦え！」と言われ、国家社会主義

革命の騎士となる（「信仰、規律、秩序」参照）。この動員は全体であ

り、全人格を形成するものです。 

鉤十字の旗に忠誠を誓う者は、まだ何も残っていないのだ！ 

それは、すべての力を目覚めさせ、動員し、組織化し、一つの目標に向か

わせるものだ。 

このように、国家社会主義革命の始まりには、意志があるのです。これに

よって、戦闘員を政治的兵士に変え、政治的兵士の十戒による闘争倫理を

作り出し、それがひいては国家社会主義の価値観の理想主義の一部となっ

ているのである。その結果、国民と民族の未来のために政治を総動員する

ことになったのです。 

国家社会主義革命の過程で、種の保存と発展の意志は、まず党に、次に人

民に、最後にヨーロッパ全体とアーリア人種（アーリア人を参照）に次第

に浸透し、そこでも政治的な動員をもたらす--したがって、全体国家の創

造をもたらすことになるだろう。しかし、これは新秩序を実現するための

政治的な前提条件なのです。 

この政治的な動員は一時的なものではなく、新秩序が実現されるまで何世

代にもわたって生活を形成していくものである。そうなって初めて、動員

は個人的・集団的自由の自然で当然の発展に後回しにされるが（「人格と

分化」を参照）、文化を担う男性結社においては永遠に決定的な存在であ

り続ける。 
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75 - モナカ（MONARCHY 

 現代の意識では、一般に2つの君主制の形態が知られている。 

 絶対王政のことです。ヨーロッパでは、ドイツ民族の神聖ローマ帝

国、第一次ドイツ帝国が崩壊した結果、君主が国家の主権を無制限

に担い、すべての権力の源泉となることを特徴としている。このよ

うな政治形態の最も新しい歴史的な例は、ロシアのツァーリズムで

ある。しかし、ドイツ帝国やオーストリア・ハンガリー帝国も、第

一次世界大戦末期に崩壊するまで、その特徴を色濃く残していた。 

 立憲君主制のことです。ヨーロッパでは、啓蒙主義の革命の結果、

自由主義の理論に従って、主権が国民に移され、君主の権力が憲法

によって多少なりとも制限され、ついには王冠が象徴としてしか見

なされなくなったという事実が特徴的である。 

一方、国家社会主義人民国家では、主権は国家に移り、その意志の担い手

は党である（意志と国家社会主義ドイツ労働者党を参照）。これは総統原

理に従って命令され、その指導者にほぼ無限の権力を与えるが、国家社会

主義の総統原理は遺伝に基づくものではなく、選抜に基づくものなので、

絶対王政への橋は全くない（『カンプフ』を参照）。だからこそ、歴史的

な国家社会主義は、常に正しく、ドイツのホーエンツォレルン王政の復活

に厳しく反対を唱えてきたのである。 

一方、将来の第四帝国、すなわち大ヨーロッパ圏の人民による超国家的秩

序が、外見上統一された憲法の象徴として君主制を更新することは考えら

れる。これは、古代アーリア人の高度な文明の伝統を受け継ぐ新秩序の最

終的な確立に、とりわけあてはまるものである。 

実際、第三の-真に種と自然に基づく-君主制が存在する。多様性の上に成

り立つ恒久的な統一体としての遺伝の原理の儀式的体現としての伝統的君

主制である（分化も参照されたい）。この中で、君主は儀礼の主人とし

て、人民の共同体、すべての社会集団、さらにすべての人民の同志と、今

日価値観念論と呼ばれているより高い原理との間のリンクを形成している

のである。こうして彼は、「なる」と「なくなる」の絶え間ない葛藤を越

えて、秩序と伝統の永続性を体現するのである。 
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国家社会主義は、共和制でも君主制でもなく、国家の形態の問題にはほと

んど中立で無関心な運動である。しかし、それはアーリア人種の伝統的な

秩序（アーリア人参照）を時代に即して更新する新秩序につながるもので

ある。しかし、これはおそらく、伝統的な皇室制度、すなわち遺伝という

生物学的自然法則の政治的表現としての君主制も更新することになるだろ

う-ちょうど指導者が淘汰という生物学的自然法則の政治的表現であり、

今もそうであるように。 
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29. 

 

   ヴォードビルの一流コメディアンの息子であるロックウェル中佐の演劇

的素養は、彼が夢見た多くの公的行動に顕著に表れていた。彼は、黒人や

ユダヤ人の敵を笑い飛ばすことで、敵の威圧感を和らげ、ユーモアで味方

を団結させることを知っていた。例えば、街頭デモでは、全身ゴリラ姿の

ストームトルーパーが "I'm for Equality!"という看板を持っていることがよ

くあった。 

   ニューヨークの高級ホテルで目立たないように開催された   異人種間

同性愛のマタシン協会の秘密会合で、ロックウェルはストームトルーパー

を裕福な社交界の人々でごった返すロビーにダッシュさせ、大声で "クィ

アーズ大会のための緊急貨物 "を持っていると叫ばせたのである。彼の手

には、ピンクのリボンで結ばれた大きなピンクの箱があり、"ラッシュ - 

クィアーズ・コンベンションにワセリン1ケースを！"と太字で書かれた

カードが添えられていた。 

   ロックウェルがアメリカ・ナチス党のために制作したものの中には、広

く人気を博したものがある。少なくとも100万部が印刷され、配布された

有名な「ボート・チケット」は、すべての黒人にアフリカへの水漏れする

ボートの片道切符を与えるものであった。このチケットには、心優しいイ

ジー・ピレバウムから一枚500ドルの救命胴衣のクーポン券まで付いてい

た。 

   1965年に発売された「G.L.ロックウェル・アンド・ザ・クーンハンター

ズ」の45回転シングル盤には、フーテンのヒットパレードのトップを飾っ

た2曲、 "Ship those Blacks back!" と "We're non-violent Blacks "が収録され

ている。音楽はあくまでもフォークだが、歌詞は型破りだった。 

 

 

卍の下で楽しむ 
 

ゲルハルト・ラウクによる逸話集 
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30. 

 

   カリフォルニアのターンパイクで発見。バンパーステッカーには、"こ

んな面倒なことになるとわかっていたら、綿摘みなんてさせなかったの

に！"と書かれていました。 
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